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9月定例議会特集号

P.2町財政は引き続き健全
■9月定例会の概要

P.3決算審査
■平成28年度決算を審議

P.5一般質問
■ここが知りたい！

P.12常任委員会の審査
■総務民生

　9月20日、蟹江小学校で運動会が開催されました。

　児童たちの一生懸命な姿が印象的でした。友だちと助

け合い、競い合い、素晴らしい思い出をたくさんつくって

ください。

位置について、よーいドン！

表 紙 の は な し

全協レポート
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28年度決算審査　

町
表
彰
者
を
決
定

29
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
４
日

（
月
）か
ら
22
日（
金
）ま
で
の
会
期
で

開
き
ま
し
た
。

▼
４
日（
開
会
）

補
正
予
算
案
、
28
年
度
決
算
認
定

案
な
ど
あ
わ
せ
て
19
件
が
提
案
説
明

さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
１
件
の
人
事
案
件

と
2
件
の
契
約
案
件
を
可
決
し
ま
し

た
。

▼
７
日（
常
任
委
員
会
）

総
務
民
生
常
任
委
員
会
、
防
災
建

設
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
総
務
民

生
常
任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
か
ら

付
託
さ
れ
た
議
案
１
件
の
審
査
を
し

ま
し
た
。

▼
11
日
・
12
日（
一
般
質
問
）

10
人
が
一
般
質
問（
13
問
）を
行
い

ま
し
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。

▼
19
日（
決
算
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査
）

28
年
度
決
算
認
定
案
を
審
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し
ま

し
た
。

▼
22
日（
閉
会
）

意
見
書
案
１
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、

質
疑
・
討
論
を
行
っ
た
後
、
全
て
の

議
案
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

（
質
疑
内
容
は
、
11
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

多
年
に
わ
た
り
町
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

や
、
多
額
の
お
金
を
寄

附
さ
れ
た
方
な
ど
を
表

彰
す
る
町
表
彰
の
決
定

に
賛
成
し
ま
し
た
。

▼
多
年
に
わ
た
り
非
常

勤
特
別
職
を
勤
め
ら
れ

た
方
（
学
校
嘱
託
医
）

▼
多
年
に
わ
た
り
地
域

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

（
１
人
）

▼
多
年
に
わ
た
り
地
方

民
生
に
貢
献
さ
れ
た
方

（
民
生
・
児
童
委
員
）

▼
防
災
設
備
等
を
寄
附

さ
れ
た
団
体
（
１
団

体
）

▼
勤
続
25
年
以
上
の
町

職
員
（
１
人
）

人
事
案
件
を
審
議

教
育
委
員
会
委
員　

 

さ 

と
う  

ひ
ろ
あ
き

佐
藤 

浩
昭
氏

　

の
任
命
に
同
意

（
全
員
賛
成
）

　

山
田
尊
久
委
員
の
任

期
満
了
（
29
年
９
月
30

日
）
に
伴
い
、
佐
藤
浩

昭
氏
（
舟
入
四
丁
目
）

の
任
命
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

任
期
は
、
４
年
で
す
。

意
見
書
を
提
出

補
正
予
算
を
審
議

平成28年度決算を審議

決算審査
　28年度決算（一般会計・特別会計６件・水道事
業会計）認定案を審査し、すべて原案どおり認定
しました。
　私たちが指摘した一部をお届けします。

○一般会計

○後期高齢者医療
　保険事業

◎ｺﾐｭﾆﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝﾄ事業

◎公共下水道事業

◎土地取得

○介護保険管理

○国民健康保険事業

○水道事業

合計

会計別 歳入決算額 歳出決算額 差引差額

103億4,233万７千円

44億8,261万円

9,536万７千円

23億7,078万４千円

1,340万３千円

13億5,060万９千円

７億9,543万６千円

194億5,054万５千円 185億9,419万１千円

７億9,327万４千円

13億2,759万３千円

1,176万９千円

22億3,938万３千円

9,536万７千円

41億5,009万３千円

99億7,671万１千円

８億5,635万５千円

216万２千円

2,301万５千円

163万４千円

１億3,140万１千円

０円

３億3,251万７千円

３億6,562万５千円

反対者

８億4,174万７千円 ９億2,070万８千円 △7,896万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

板倉

板倉

板倉

板倉

板倉

　

町
議
会
で
は
、
全
会

派
一
致
で
採
択
さ
れ
た

も
の
だ
け
が
提
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

【
国
へ
提
出
】

●
道
路
整
備
の
長
期
安

定
的
な
財
源
確
保
に
つ

い
て
の
意
見
書

一般会計(第２号)

国民健康保険
事業(第１号)
介護保険管理
事業(第１号)
ｺﾐｭﾆﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝﾄ
事業(第１号)
後期高齢者医療保
険事業(第１号)

下水道事業会計
(第１号)

1,698万９千円

1,251万円

１億3,151万３千円

163万３千円

1,851万８千円

72万６千円

105億307万４千円

42億7,702万７千円

26億5,398万５千円

1,248万４千円

８億4,707万９千円

16億802万５千円

特　

別　

会　

計

会計別 補正額 補正後の額

水道事業会計
(第１号)

債務負担行為の補正　
事　項：蟹江町水道事業基本計画等
　　　　策定業務
期　間：平成30年度
限度額：（変更前）988万５千円
　　　　（変更後）972万円

一般会計・特別会計決算審査意見書から（要旨）
　各会計の歳入歳出決算などを表す書類について審査した結果、概
ね適正に執行されており、その内容は適正であると認められる。
　行政の基盤をなす一般会計の実質収支額は黒字であり、健全財政
を堅持しているものと認められる。
　町税、国民健康保険税の収入未済額はともに減少しており、本年
３月末で離脱した県西尾張地方税滞納整理機構で習得された滞納整
理事務のノウハウは職員に十分受け継がれており、今後も、税の公
平性を保つために、滞納対策を実施されることを望むものである。
　歳出については、効率的な財政運営に努められており、各施設の
改修も、ほぼ計画的に執行されている。

　また、職員管理については、時間外勤務が全庁的に増加しており、窓口事務に携わる職員、現場の仕
事に携わる職員の整理事務について、工夫が必要と思われる。休暇取得については、国も「ワーク・ラ
イフ・バランス」の推進を提言しており、休暇の取得推進に向け配意すべきである。取得率向上のため
には、取得しやすい職場の雰囲気づくりが必要であり、所属長が率先垂範していただきたい。
　今後の行政運営にあたり、合理的でより良い行政サービスの充実に努められることを切望する。

28年度決算収支状況
◎は全員賛成、○は賛成多数を表しています。　　　　（金額は、千円単位に四捨五入）

▲議場で意見を述べる
　平野代表監査委員

定例会の
概要

9 月 町財政は引き続き健全
一般会計　歳入103億4,233万７千円
　　　　　歳出  99億7,671万１千円　を認定

監査委員の意見

連結実質赤字比率

実質赤字比率

区　分

実質公債費比率

将来負担比率

5.2％

黒字のため
計上されない

黒字のため
計上されない

黒字のため
計上されない

黒字のため
計上されない

11.4％

5.7％

12.0％

28年度 27年度
早期健全化基準

（28年度）

14.03％

19.03％

25.0％

350.0％

一般会計等健全化比率
※　

資
金
不
足
比
率
に

　

つ
い
て
は
、
資
金
不

　

足
額
が
な
い
の
で
計

　

上
さ
れ
ま
せ
ん
。

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
を
対
象

と
し
た
実
質
赤
字
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
を
対
象
と
し

た
実
質
赤
字
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率
。

実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
等
が
負
担

す
る
償
還
金
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率
。

将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
等
が
将
来

負
担
す
べ
き
実
質
的
な

負
債
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
。

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
ご
と
の
資

金
不
足
額
の
事
業
規
模

に
対
す
る
比
率
。

標
準
財
政
規
模

　

地
方
自
治
体
の
一
般

財
源
の
標
準
的
大
き
さ

を
示
す
指
標
。

※各会計の合計額と差引額は、四捨五入したことにより合致しない箇所があります。
※それぞれの反対討論、賛成討論は、４ページに掲載しています。

▲吉田監査委員
　（議会代表）
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決算審査
　28年度決算（一般会計・特別会計６件・水道事
業会計）認定案を審査し、すべて原案どおり認定
しました。
　私たちが指摘した一部をお届けします。

○一般会計

○後期高齢者医療
　保険事業

◎ｺﾐｭﾆﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝﾄ事業

◎公共下水道事業

◎土地取得

○介護保険管理

○国民健康保険事業

○水道事業

合計

会計別 歳入決算額 歳出決算額 差引差額

103億4,233万７千円

44億8,261万円

9,536万７千円

23億7,078万４千円

1,340万３千円
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2,301万５千円
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１億3,140万１千円
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３億3,251万７千円

３億6,562万５千円
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国民健康保険
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介護保険管理
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ｺﾐｭﾆﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝﾄ
事業(第１号)
後期高齢者医療保
険事業(第１号)

下水道事業会計
(第１号)

1,698万９千円

1,251万円

１億3,151万３千円

163万３千円

1,851万８千円

72万６千円

105億307万４千円

42億7,702万７千円

26億5,398万５千円

1,248万４千円

８億4,707万９千円

16億802万５千円
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会計別 補正額 補正後の額

水道事業会計
(第１号)

債務負担行為の補正　
事　項：蟹江町水道事業基本計画等
　　　　策定業務
期　間：平成30年度
限度額：（変更前）988万５千円
　　　　（変更後）972万円

一般会計・特別会計決算審査意見書から（要旨）
　各会計の歳入歳出決算などを表す書類について審査した結果、概
ね適正に執行されており、その内容は適正であると認められる。
　行政の基盤をなす一般会計の実質収支額は黒字であり、健全財政
を堅持しているものと認められる。
　町税、国民健康保険税の収入未済額はともに減少しており、本年
３月末で離脱した県西尾張地方税滞納整理機構で習得された滞納整
理事務のノウハウは職員に十分受け継がれており、今後も、税の公
平性を保つために、滞納対策を実施されることを望むものである。
　歳出については、効率的な財政運営に努められており、各施設の
改修も、ほぼ計画的に執行されている。

　また、職員管理については、時間外勤務が全庁的に増加しており、窓口事務に携わる職員、現場の仕
事に携わる職員の整理事務について、工夫が必要と思われる。休暇取得については、国も「ワーク・ラ
イフ・バランス」の推進を提言しており、休暇の取得推進に向け配意すべきである。取得率向上のため
には、取得しやすい職場の雰囲気づくりが必要であり、所属長が率先垂範していただきたい。
　今後の行政運営にあたり、合理的でより良い行政サービスの充実に努められることを切望する。

28年度決算収支状況
◎は全員賛成、○は賛成多数を表しています。　　　　（金額は、千円単位に四捨五入）

▲議場で意見を述べる
　平野代表監査委員

定例会の
概要

9 月 町財政は引き続き健全
一般会計　歳入103億4,233万７千円
　　　　　歳出  99億7,671万１千円　を認定

監査委員の意見

連結実質赤字比率

実質赤字比率

区　分

実質公債費比率

将来負担比率

5.2％

黒字のため
計上されない

黒字のため
計上されない

黒字のため
計上されない

黒字のため
計上されない

11.4％

5.7％

12.0％

28年度 27年度
早期健全化基準

（28年度）

14.03％

19.03％

25.0％

350.0％

一般会計等健全化比率
※　

資
金
不
足
比
率
に

　

つ
い
て
は
、
資
金
不

　

足
額
が
な
い
の
で
計

　

上
さ
れ
ま
せ
ん
。

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
を
対
象

と
し
た
実
質
赤
字
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
を
対
象
と
し

た
実
質
赤
字
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率
。

実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
等
が
負
担

す
る
償
還
金
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率
。

将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
等
が
将
来

負
担
す
べ
き
実
質
的
な

負
債
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
。

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
ご
と
の
資

金
不
足
額
の
事
業
規
模

に
対
す
る
比
率
。

標
準
財
政
規
模

　

地
方
自
治
体
の
一
般

財
源
の
標
準
的
大
き
さ

を
示
す
指
標
。

※各会計の合計額と差引額は、四捨五入したことにより合致しない箇所があります。
※それぞれの反対討論、賛成討論は、４ページに掲載しています。

▲吉田監査委員
　（議会代表）
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９
月
定
例
会
で
は
、
10
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
内
容
は
、
５
ペ
ー
ジ
か
ら
11
ペ
ー
ジ
ま
で
で
す
。

全
文
記
録
（
会
議
録
）
は
、
12
月
下
旬
に
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

一般質問
●新たに舟入斎苑を新築し一本化へ…………………………５
 黒川勝好（無会派）　　

●教育行政を問う………………………………………………６
●保健予防対策は万全か
 松本正美（公明党）　
●就学援助の改善はできないのか……………………………７
●八穂クリーンセンターの改修は必要か
 板倉浩幸（日本共産党）

●近鉄蟹江駅周辺開発を進めよ………………………………８
 戸谷裕治（無会派）

●富吉駅南のまちづくりについて……………………………８
 佐藤　茂（新政会）

●「かにえ子ども条例」はできるのか………………………９
●将来の財源不足を補う施策を考えよ
 中村英子（無会派）

●蟹江町の災害危機管理体制を問う…………………………10
 安藤洋一（新風）

●庁内会議のあり方について問う……………………………10
 水野智見（新風）

●須成祭ユネスコ登録第１回目祭を振り返って……………11
 伊藤俊一（無会派）

●公式ＨＰと須成祭ＰＲ映像の活かし方……………………11
 飯田雅広（民進党）

ここが
知りたい！

　町には、本町斎苑と舟入斎
苑の２箇所の斎苑があり、本
町斎苑は、どなたでも利用す
ることができ、舟入斎苑は、
蟹江町の近鉄線より南に住民
登録があるかたと名古屋市の
一部のかたが利用できること
になっています。

町の斎苑事情

新たに舟入斎苑を新築し一本化へ

地域の声を聞きながら前に進めたい

問

答

問
　
昭
和
32
年
に
建
設

さ
れ
た
本
町
斎
苑
。
す

で
に
限
界
に
き
て
い
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

次
長
兼
環
境
課
長

　

老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
施
設
や
設
備
は
、

修
繕
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
よ
り
延
命
化
を
図
っ

て
い
る
。

問
　
名
古
屋
市
東
茶
屋

に
新
設
さ
れ
た
斎
場
。

補
助
金
等
を
出
し
て
、

も
う
少
し
蟹
江
町
民
が

利
用
し
や
す
く
な
ら
な

い
の
か
。

次
長
兼
環
境
課
長

　

町
の
斎
苑
を
稼
動
し

て
い
る
間
は
、
補
助
金

を
交
付
す
る
予
定
は
な

い
。

問
　
本
町
斎
苑
は
廃
止

し
、
新
た
に
舟
入
斎
苑

を
建
設
す
る
と
い
う
決

断
は
で
き
な
い
か
。

次
長
兼
環
境
課
長

　

斎
苑
等
管
理
運
営
協

議
会
で
検
討
を
重
ね
、

斎
苑
の
方
向
性
を
示
し

て
い
く
。

町
長

　

地
域
の
声
を
聞
く
場

を
設
け
、
今
ま
で
の
経

緯
、
経
過
を
考
察
し
た

上
で
進
め
て
い
き
た
い
。

無会派　黒川勝好

▲昭和32年建設の本町斎苑 ▲昭和62年建設の舟入斎苑

○
一
般
会
計
　

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
格
差
と
貧
困
が
拡
大

す
る
中
、
徴
収
率
を
上

げ
る
た
め
に
払
い
た
く

て
も
払
え
な
い
滞
納
者

へ
の
徴
収
強
化
が
行
わ

れ
て
い
る
。
滞
納
世
帯

の
相
談
や
納
税
の
緩
和

措
置
運
用
な
ど
、
対
応

が
不
十
分
で
あ
る
。

　
ま
た
、
就
学
援
助
の

改
善
、
学
習
支
援
、
食

の
支
援
も
必
要
で
あ
り
、

町
民
の
暮
ら
し
の
応
援

に
な
っ
て
い
な
い
と
判

断
し
、
住
民
の
命
と
暮

ら
し
へ
の
支
援
を
強
く

要
望
し
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
水
野
議
員

　
３
歳
未
満
児
保
育
園

受
入
拡
大
事
業
、
小
学

校
施
設
整
備
事
業
、
須

成
祭
ユ
ネ
ス
コ
無
形
民

俗
文
化
遺
産
登
録
関
連

事
業
な
ど
、
子
育
て
支

援
の
充
実
や
児
童
の
教

育
環
境
の
向
上
な
ど
に

努
め
て
お
り
、
所
期
の

目
標
は
達
成
さ
れ
て
い

る
た
め
、
賛
成
す
る
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
所
得
の
低
い
階
層
が

多
く
加
入
す
る
国
民
健

康
保
険
制
度
に
対
し
、

国
の
支
出
金
を
元
に
戻

す
よ
う
に
要
望
し
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
増
額
し
、
独
自
減

免
制
度
の
拡
充
を
行
い

国
保
税
を
引
き
下
げ
る

べ
き
と
考
え
、
反
対
す

る
。

《
賛
成
》
　
石
原
議
員

　
国
民
健
康
保
険
制
度

は
、
住
民
の
健
康
の
保

持
増
進
に
貢
献
す
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
と
も
、

給
付
と
負
担
の
公
平
を

図
る
と
と
も
に
、
収
納

率
の
向
上
に
努
力
す
る

よ
う
要
望
し
、
賛
成
す

る
。

○
介
護
保
険
管
理

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
よ
う
と
思
っ
て
も
、

高
く
て
利
用
料
が
払
え

な
い
、
保
険
あ
っ
て
介

護
な
し
の
状
況
が
あ
る
。

29
年
度
か
ら
は
総
合
事

業
も
始
ま
っ
て
お
り
、

給
付
費
抑
制
目
的
の

サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な

が
る
危
険
性
も
考
え
ら

れ
る
。

　
介
護
保
険
外
の
高
齢

者
施
策
を
充
実
さ
せ
、

介
護
給
付
を
抑
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

介
護
保
険
の
利
用
料
の

減
免
を
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
、

反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
髙
阪
議
員

　
ま
す
ま
す
進
む
高
齢

化
社
会
の
中
で
、
今
後

も
引
き
続
き
適
切
な
支

援
、
健
全
な
制
度
運
営

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を

要
望
し
、
賛
成
す
る
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
事
業

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
75
歳
以
上
を
後
期
高

齢
者
と
す
る
、
問
題
だ

ら
け
の
差
別
的
制
度
は

速
や
か
に
廃
止
し
、
以

前
の
老
人
保
険
制
度
に

戻
す
べ
き
と
考
え
、
反

対
す
る
。

《
賛
成
》
　
水
野
議
員

　
療
養
給
付
費
は
、
高

齢
者
の
増
加
に
伴
い
、

今
後
も
増
え
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
高
齢
者
が

適
切
な
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
広
域
連
合

と
連
携
し
、
健
全
な
運

営
を
行
う
こ
と
を
要
望

し
、
賛
成
す
る
。

○
水
道
事
業

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
徴
収
し
た
水
道
利
用

料
を
内
部
留
保
し
て
お

決
算
の
審
査
か
ら

賛
成
・
反
対
討
論

り
、
時
代
に
沿
っ
た
料

金
体
系
に
努
力
す
る
な

ら
ば
、
貧
困
対
策
と
し

て
、
毎
年
増
や
し
て
い

る
内
部
留
保
を
使
っ
て

水
道
料
に
還
元
す
べ
き

と
考
え
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
石
原
議
員

　
配
水
管
の
新
設
、
耐

震
化
な
ど
が
行
わ
れ
、

安
心
安
全
な
水
道
水
の

安
定
供
給
が
図
ら
れ
て

い
る
。
収
益
的
収
支
で

は
純
利
益
が
あ
る
が
、

資
本
的
収
支
で
は
、
不

足
額
が
発
生
し
、
こ
の

不
足
額
を
過
年
度
分
の

損
益
勘
定
留
保
資
金
な

ど
で
補
填
し
て
い
る
。

　
水
道
事
業
経
営
を
取

り
巻
く
現
状
は
厳
し
い

も
の
が
あ
る
が
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
で

強
靭
な
水
道
の
構
築
の

推
進
を
要
望
し
、
賛
成

す
る
。
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９
月
定
例
会
で
は
、
10
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
内
容
は
、
５
ペ
ー
ジ
か
ら
11
ペ
ー
ジ
ま
で
で
す
。

全
文
記
録
（
会
議
録
）
は
、
12
月
下
旬
に
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

一般質問
●新たに舟入斎苑を新築し一本化へ…………………………５
 黒川勝好（無会派）　　

●教育行政を問う………………………………………………６
●保健予防対策は万全か
 松本正美（公明党）　
●就学援助の改善はできないのか……………………………７
●八穂クリーンセンターの改修は必要か
 板倉浩幸（日本共産党）

●近鉄蟹江駅周辺開発を進めよ………………………………８
 戸谷裕治（無会派）

●富吉駅南のまちづくりについて……………………………８
 佐藤　茂（新政会）

●「かにえ子ども条例」はできるのか………………………９
●将来の財源不足を補う施策を考えよ
 中村英子（無会派）

●蟹江町の災害危機管理体制を問う…………………………10
 安藤洋一（新風）

●庁内会議のあり方について問う……………………………10
 水野智見（新風）

●須成祭ユネスコ登録第１回目祭を振り返って……………11
 伊藤俊一（無会派）

●公式ＨＰと須成祭ＰＲ映像の活かし方……………………11
 飯田雅広（民進党）

ここが
知りたい！

　町には、本町斎苑と舟入斎
苑の２箇所の斎苑があり、本
町斎苑は、どなたでも利用す
ることができ、舟入斎苑は、
蟹江町の近鉄線より南に住民
登録があるかたと名古屋市の
一部のかたが利用できること
になっています。

町の斎苑事情

新たに舟入斎苑を新築し一本化へ

地域の声を聞きながら前に進めたい

問

答

問
　
昭
和
32
年
に
建
設

さ
れ
た
本
町
斎
苑
。
す

で
に
限
界
に
き
て
い
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

次
長
兼
環
境
課
長

　

老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
施
設
や
設
備
は
、

修
繕
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
よ
り
延
命
化
を
図
っ

て
い
る
。

問
　
名
古
屋
市
東
茶
屋

に
新
設
さ
れ
た
斎
場
。

補
助
金
等
を
出
し
て
、

も
う
少
し
蟹
江
町
民
が

利
用
し
や
す
く
な
ら
な

い
の
か
。

次
長
兼
環
境
課
長

　

町
の
斎
苑
を
稼
動
し

て
い
る
間
は
、
補
助
金

を
交
付
す
る
予
定
は
な

い
。

問
　
本
町
斎
苑
は
廃
止

し
、
新
た
に
舟
入
斎
苑

を
建
設
す
る
と
い
う
決

断
は
で
き
な
い
か
。

次
長
兼
環
境
課
長

　

斎
苑
等
管
理
運
営
協

議
会
で
検
討
を
重
ね
、

斎
苑
の
方
向
性
を
示
し

て
い
く
。

町
長

　

地
域
の
声
を
聞
く
場

を
設
け
、
今
ま
で
の
経

緯
、
経
過
を
考
察
し
た

上
で
進
め
て
い
き
た
い
。

無会派　黒川勝好

▲昭和32年建設の本町斎苑 ▲昭和62年建設の舟入斎苑

○
一
般
会
計
　

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
格
差
と
貧
困
が
拡
大

す
る
中
、
徴
収
率
を
上

げ
る
た
め
に
払
い
た
く

て
も
払
え
な
い
滞
納
者

へ
の
徴
収
強
化
が
行
わ

れ
て
い
る
。
滞
納
世
帯

の
相
談
や
納
税
の
緩
和

措
置
運
用
な
ど
、
対
応

が
不
十
分
で
あ
る
。

　
ま
た
、
就
学
援
助
の

改
善
、
学
習
支
援
、
食

の
支
援
も
必
要
で
あ
り
、

町
民
の
暮
ら
し
の
応
援

に
な
っ
て
い
な
い
と
判

断
し
、
住
民
の
命
と
暮

ら
し
へ
の
支
援
を
強
く

要
望
し
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
水
野
議
員

　
３
歳
未
満
児
保
育
園

受
入
拡
大
事
業
、
小
学

校
施
設
整
備
事
業
、
須

成
祭
ユ
ネ
ス
コ
無
形
民

俗
文
化
遺
産
登
録
関
連

事
業
な
ど
、
子
育
て
支

援
の
充
実
や
児
童
の
教

育
環
境
の
向
上
な
ど
に

努
め
て
お
り
、
所
期
の

目
標
は
達
成
さ
れ
て
い

る
た
め
、
賛
成
す
る
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
所
得
の
低
い
階
層
が

多
く
加
入
す
る
国
民
健

康
保
険
制
度
に
対
し
、

国
の
支
出
金
を
元
に
戻

す
よ
う
に
要
望
し
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
増
額
し
、
独
自
減

免
制
度
の
拡
充
を
行
い

国
保
税
を
引
き
下
げ
る

べ
き
と
考
え
、
反
対
す

る
。

《
賛
成
》
　
石
原
議
員

　
国
民
健
康
保
険
制
度

は
、
住
民
の
健
康
の
保

持
増
進
に
貢
献
す
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
と
も
、

給
付
と
負
担
の
公
平
を

図
る
と
と
も
に
、
収
納

率
の
向
上
に
努
力
す
る

よ
う
要
望
し
、
賛
成
す

る
。

○
介
護
保
険
管
理

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
よ
う
と
思
っ
て
も
、

高
く
て
利
用
料
が
払
え

な
い
、
保
険
あ
っ
て
介

護
な
し
の
状
況
が
あ
る
。

29
年
度
か
ら
は
総
合
事

業
も
始
ま
っ
て
お
り
、

給
付
費
抑
制
目
的
の

サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な

が
る
危
険
性
も
考
え
ら

れ
る
。

　
介
護
保
険
外
の
高
齢

者
施
策
を
充
実
さ
せ
、

介
護
給
付
を
抑
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

介
護
保
険
の
利
用
料
の

減
免
を
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
、

反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
髙
阪
議
員

　
ま
す
ま
す
進
む
高
齢

化
社
会
の
中
で
、
今
後

も
引
き
続
き
適
切
な
支

援
、
健
全
な
制
度
運
営

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を

要
望
し
、
賛
成
す
る
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
事
業

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
75
歳
以
上
を
後
期
高

齢
者
と
す
る
、
問
題
だ

ら
け
の
差
別
的
制
度
は

速
や
か
に
廃
止
し
、
以

前
の
老
人
保
険
制
度
に

戻
す
べ
き
と
考
え
、
反

対
す
る
。

《
賛
成
》
　
水
野
議
員

　
療
養
給
付
費
は
、
高

齢
者
の
増
加
に
伴
い
、

今
後
も
増
え
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
高
齢
者
が

適
切
な
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
広
域
連
合

と
連
携
し
、
健
全
な
運

営
を
行
う
こ
と
を
要
望

し
、
賛
成
す
る
。

○
水
道
事
業

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
徴
収
し
た
水
道
利
用

料
を
内
部
留
保
し
て
お

決
算
の
審
査
か
ら

賛
成
・
反
対
討
論

り
、
時
代
に
沿
っ
た
料

金
体
系
に
努
力
す
る
な

ら
ば
、
貧
困
対
策
と
し

て
、
毎
年
増
や
し
て
い

る
内
部
留
保
を
使
っ
て

水
道
料
に
還
元
す
べ
き

と
考
え
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
石
原
議
員

　
配
水
管
の
新
設
、
耐

震
化
な
ど
が
行
わ
れ
、

安
心
安
全
な
水
道
水
の

安
定
供
給
が
図
ら
れ
て

い
る
。
収
益
的
収
支
で

は
純
利
益
が
あ
る
が
、

資
本
的
収
支
で
は
、
不

足
額
が
発
生
し
、
こ
の

不
足
額
を
過
年
度
分
の

損
益
勘
定
留
保
資
金
な

ど
で
補
填
し
て
い
る
。

　
水
道
事
業
経
営
を
取

り
巻
く
現
状
は
厳
し
い

も
の
が
あ
る
が
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
で

強
靭
な
水
道
の
構
築
の

推
進
を
要
望
し
、
賛
成

す
る
。
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問
　
文
部
科
学
省
は
、

全
国
学
力
・
学
習
調
査

を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
、

①
当
町
の
小
中
学
校
の

結
果
は
。

②
評
価
と
課
題
は
。

③
学
力
向
上
の
た
め
の

対
策
は
。

教
育
長

①
小
学
校
は
、
国
語
Ａ

は
愛
知
県
を
上
回
っ
た

が
、
そ
の
他
は
下
回
っ

た
。
中
学
校
は
、
数
学

Ａ
は
全
国
と
比
べ
て
平

均
点
の
30
％
程
度
の
得

点
で
あ
る
生
徒
の
割
合

が
多
か
っ
た
。

②
全
国
平
均
の
50
％
以

下
の
点
数
を
と
る
生
徒

の
割
合
が
多
い
。
今
後

は
、
補
充
学
習
に
力
を

注
ぎ
、
そ
う
い
っ
た
生

徒
の
学
力
向
上
を
目
指

す
。

③
夏
季
休
業
中
な
ど
に

質
問
を
中
心
と
し
た
学

習
時
間
を
増
や
し
て
い

き
た
い
。

問
　
当
町
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

導
入
と
教
職
員
の
多
忙

化
対
策
は
。

教
育
長

　

32
年
度
か
ら
の
小
学

校
学
習
指
導
要
領
で
は
、

取
扱
い
が
示
さ
れ
て
い

る
。
中
学
校
で
は
、
一

部
学
習
に
お
い
て
取
り

入
れ
て
い
る
が
、
今
後

は
、
小
学
校
同
様
に
他

教
科
へ
の
展
開
に
取
り

組
み
た
い
。

　

県
の
多
忙
化
解
消
プ

ラ
ン
を
参
考
に
、
各
種

行
事
、
部
活
動
な
ど
の

見
直
し
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問
　
学
校
図
書
館
の
学

習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

機
能
や
自
学
自
習
を
支

え
る
環
境
整
備
を
図
れ
。

町
長

　

学
校
図
書
館
の
機
能

を
見
直
す
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
図
書
室
へ
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
設
置

を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
就
学
援
助
の
費
目

で
、
学
校
給
食
費
は
全

額
支
給
に
で
き
な
い
の

か
。

次
長
兼
教
育
課
長

　

近
隣
市
町
村
の
状
況

も
確
認
し
な
が
ら
、
可

能
か
ど
う
か
を
含
め
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

問
　
入
学
準
備
金
に
つ

い
て
、

①
支
給
額
は
必
要
な
額

で
、
少
な
く
と
も
生
活

保
護
世
帯
と
同
額
に
引

き
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

②
支
給
時
期
の
見
直
し

を
行
い
、
６
月
で
は
な

く
入
学
前
に
支
給
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

次
長
兼
教
育
課
長

①
近
隣
市
町
村
の
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

②
実
施
予
定
の
自
治
体

の
運
用
方
法
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
町
と
し
て

可
能
か
ど
う
か
の
状
況

を
見
極
め
て
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

町
長

　

す
ぐ
や
る
べ
き
も
の

は
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ

う
に
指
示
し
て
い
る
。

給
食
費
や
入
学
準
備
金

に
つ
い
て
、
状
況
を
把

握
し
、
前
へ
進
め
て
い

く
。

問
　
町
の
肝
炎
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、

①
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
受

診
率
状
況
は
。

②
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の

早
期
発
見
と
重
症
化
予

防
対
策
は
。

③
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
の
救

済
措
置
の
周
知
徹
底
を

図
れ
。

健
康
推
進
課
長

①
28
年
度
実
績
で
は
、

受
診
率
２
・
８
％
で
あ

る
。

②
定
期
健
診
に
併
せ
て

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
重
要
で
、

チ
ラ
シ
に
よ
る
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。

③
訴
訟
を
お
考
え
の
方

は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
無
料
相
談
や

厚
生
労
働
省
の
相
談
機

関
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

町
で
は
、
各
種
事
業

が
開
催
さ
れ
る
際
に
、

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
情

報
提
供
し
て
い
く
。

問
　
骨
髄
移
植
の
ド

ナ
ー
支
援
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、

①
ド
ナ
ー
登
録
と
提
供

者
数
は
。

②
ド
ナ
ー
登
録
の
推
進

と
普
及
啓
発
は
。

③
助
成
制
度
導
入
は
。

健
康
推
進
課
長

①
29
年
７
月
現
在
、
町

内
で
は
84
人
の
登
録
が

あ
り
、
昨
年
ま
で
の
25

年
間
で
、
４
人
が
提
供

者
と
な
っ
て
い
る
。

②
成
人
式
、
献
血
事
業
、

町
民
ま
つ
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
チ
ラ
シ
の

配
布
な
ど
啓
発
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
保

健
教
育
活
動
な
ど
で
も

積
極
的
に
啓
発
し
て
い

き
た
い
。

③
制
度
の
提
案
が
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
く
。

問
　
事
業
系
ご
み
の
減

量
促
進
で
減
量
化
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

次
長
兼
環
境
課
長

　

い
ま
だ
に
一
般
家
庭

ご
み
と
し
て
出
し
て
い

る
事
業
所
も
あ
る
の
で
、

啓
発
や
指
導
を
行
う
。

特
に
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
に
よ
る
事
業
系
ご
み

の
排
出
抑
制
を
推
進
し

た
い
。
そ
の
対
策
と
し

て
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
が
あ
り
、
食
品
衛

生
協
会
や
商
工
会
と
も

連
携
し
て
い
き
た
い
。

問
　
蟹
江
町
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
の
目

標
期
間
で
ご
み
排
出
量

の
削
減
・
資
源
化
率
は

達
成
で
き
る
の
か
。

次
長
兼
環
境
課
長

　

当
計
画
の
最
終
年
度

で
あ
る
29
年
度
に
は
、

排
出
量
を
大
き
く
削
減

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

資
源
化
率
は
、
目
標
値

を
下
回
る
見
込
み
で
あ

る
。

問
　
八
穂
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修

工
事
に
て
約
50
億
円
の

更
新
計
画
が
あ
る
が
、

必
要
と
し
な
い
設
備
更

新
の
事
業
に
な
っ
て
い

な
い
の
か
。

次
長
兼
環
境
課
長

　

稼
動
か
ら
15
年
経
過

し
、
施
設
が
老
朽
化
し

て
い
る
た
め
、
早
急
に

整
備
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

町
長

　

苛
酷
な
状
況
で
稼
動

し
て
い
る
炉
の
た
め
、

こ
の
事
業
は
必
要
で
あ

る
と
環
境
事
務
組
合
か

ら
聞
い
て
い
る
。

　

管
理
者
と
し
て
も
、

メ
ー
カ
ー
任
せ
に
せ
ず
、

中
身
を
精
査
し
、
延
命

措
置
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

公明党　松本正美日本共産党　板倉浩幸

教育行政を問う

意欲的に学習できる環境を整えていく

問

答

就学援助の改善はできないのか

前向きに検討していく

問

答

保健予防対策は万全か

積極的に啓発していく

問

答

八穂クリーンセンターの改修は必要か

安全に稼動していくために必要である

問

答

▲平成14年から稼働している
　八穂クリーンセンター
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問
　
文
部
科
学
省
は
、

全
国
学
力
・
学
習
調
査

を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
、

①
当
町
の
小
中
学
校
の

結
果
は
。

②
評
価
と
課
題
は
。

③
学
力
向
上
の
た
め
の

対
策
は
。

教
育
長

①
小
学
校
は
、
国
語
Ａ

は
愛
知
県
を
上
回
っ
た

が
、
そ
の
他
は
下
回
っ

た
。
中
学
校
は
、
数
学

Ａ
は
全
国
と
比
べ
て
平

均
点
の
30
％
程
度
の
得

点
で
あ
る
生
徒
の
割
合

が
多
か
っ
た
。

②
全
国
平
均
の
50
％
以

下
の
点
数
を
と
る
生
徒

の
割
合
が
多
い
。
今
後

は
、
補
充
学
習
に
力
を

注
ぎ
、
そ
う
い
っ
た
生

徒
の
学
力
向
上
を
目
指

す
。

③
夏
季
休
業
中
な
ど
に

質
問
を
中
心
と
し
た
学

習
時
間
を
増
や
し
て
い

き
た
い
。

問
　
当
町
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

導
入
と
教
職
員
の
多
忙

化
対
策
は
。

教
育
長

　

32
年
度
か
ら
の
小
学

校
学
習
指
導
要
領
で
は
、

取
扱
い
が
示
さ
れ
て
い

る
。
中
学
校
で
は
、
一

部
学
習
に
お
い
て
取
り

入
れ
て
い
る
が
、
今
後

は
、
小
学
校
同
様
に
他

教
科
へ
の
展
開
に
取
り

組
み
た
い
。

　

県
の
多
忙
化
解
消
プ

ラ
ン
を
参
考
に
、
各
種

行
事
、
部
活
動
な
ど
の

見
直
し
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問
　
学
校
図
書
館
の
学

習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

機
能
や
自
学
自
習
を
支

え
る
環
境
整
備
を
図
れ
。

町
長

　

学
校
図
書
館
の
機
能

を
見
直
す
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
図
書
室
へ
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
設
置

を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
就
学
援
助
の
費
目

で
、
学
校
給
食
費
は
全

額
支
給
に
で
き
な
い
の

か
。

次
長
兼
教
育
課
長

　

近
隣
市
町
村
の
状
況

も
確
認
し
な
が
ら
、
可

能
か
ど
う
か
を
含
め
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

問
　
入
学
準
備
金
に
つ

い
て
、

①
支
給
額
は
必
要
な
額

で
、
少
な
く
と
も
生
活

保
護
世
帯
と
同
額
に
引

き
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

②
支
給
時
期
の
見
直
し

を
行
い
、
６
月
で
は
な

く
入
学
前
に
支
給
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

次
長
兼
教
育
課
長

①
近
隣
市
町
村
の
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

②
実
施
予
定
の
自
治
体

の
運
用
方
法
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
町
と
し
て

可
能
か
ど
う
か
の
状
況

を
見
極
め
て
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

町
長

　

す
ぐ
や
る
べ
き
も
の

は
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ

う
に
指
示
し
て
い
る
。

給
食
費
や
入
学
準
備
金

に
つ
い
て
、
状
況
を
把

握
し
、
前
へ
進
め
て
い

く
。

問
　
町
の
肝
炎
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、

①
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
受

診
率
状
況
は
。

②
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の

早
期
発
見
と
重
症
化
予

防
対
策
は
。

③
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
の
救

済
措
置
の
周
知
徹
底
を

図
れ
。

健
康
推
進
課
長

①
28
年
度
実
績
で
は
、

受
診
率
２
・
８
％
で
あ

る
。

②
定
期
健
診
に
併
せ
て

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
重
要
で
、

チ
ラ
シ
に
よ
る
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。

③
訴
訟
を
お
考
え
の
方

は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
無
料
相
談
や

厚
生
労
働
省
の
相
談
機

関
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

町
で
は
、
各
種
事
業

が
開
催
さ
れ
る
際
に
、

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
情

報
提
供
し
て
い
く
。

問
　
骨
髄
移
植
の
ド

ナ
ー
支
援
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、

①
ド
ナ
ー
登
録
と
提
供

者
数
は
。

②
ド
ナ
ー
登
録
の
推
進

と
普
及
啓
発
は
。

③
助
成
制
度
導
入
は
。

健
康
推
進
課
長

①
29
年
７
月
現
在
、
町

内
で
は
84
人
の
登
録
が

あ
り
、
昨
年
ま
で
の
25

年
間
で
、
４
人
が
提
供

者
と
な
っ
て
い
る
。

②
成
人
式
、
献
血
事
業
、

町
民
ま
つ
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
チ
ラ
シ
の

配
布
な
ど
啓
発
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
保

健
教
育
活
動
な
ど
で
も

積
極
的
に
啓
発
し
て
い

き
た
い
。

③
制
度
の
提
案
が
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
く
。

問
　
事
業
系
ご
み
の
減

量
促
進
で
減
量
化
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

次
長
兼
環
境
課
長

　

い
ま
だ
に
一
般
家
庭

ご
み
と
し
て
出
し
て
い

る
事
業
所
も
あ
る
の
で
、

啓
発
や
指
導
を
行
う
。

特
に
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
に
よ
る
事
業
系
ご
み

の
排
出
抑
制
を
推
進
し

た
い
。
そ
の
対
策
と
し

て
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
が
あ
り
、
食
品
衛

生
協
会
や
商
工
会
と
も

連
携
し
て
い
き
た
い
。

問
　
蟹
江
町
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
の
目

標
期
間
で
ご
み
排
出
量

の
削
減
・
資
源
化
率
は

達
成
で
き
る
の
か
。

次
長
兼
環
境
課
長

　

当
計
画
の
最
終
年
度

で
あ
る
29
年
度
に
は
、

排
出
量
を
大
き
く
削
減

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

資
源
化
率
は
、
目
標
値

を
下
回
る
見
込
み
で
あ

る
。

問
　
八
穂
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修

工
事
に
て
約
50
億
円
の

更
新
計
画
が
あ
る
が
、

必
要
と
し
な
い
設
備
更

新
の
事
業
に
な
っ
て
い

な
い
の
か
。

次
長
兼
環
境
課
長

　

稼
動
か
ら
15
年
経
過

し
、
施
設
が
老
朽
化
し

て
い
る
た
め
、
早
急
に

整
備
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

町
長

　

苛
酷
な
状
況
で
稼
動

し
て
い
る
炉
の
た
め
、

こ
の
事
業
は
必
要
で
あ

る
と
環
境
事
務
組
合
か

ら
聞
い
て
い
る
。

　

管
理
者
と
し
て
も
、

メ
ー
カ
ー
任
せ
に
せ
ず
、

中
身
を
精
査
し
、
延
命

措
置
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

公明党　松本正美日本共産党　板倉浩幸

教育行政を問う

意欲的に学習できる環境を整えていく

問

答

就学援助の改善はできないのか

前向きに検討していく

問

答

保健予防対策は万全か

積極的に啓発していく

問

答

八穂クリーンセンターの改修は必要か

安全に稼動していくために必要である

問

答

▲平成14年から稼働している
　八穂クリーンセンター
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問
　
地
域
開
発
を
す
る

場
合
、
行
政
が
構
想
を

示
し
、
地
権
者
に
深
い

理
解
と
同
意
を
求
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
に
は
、
そ
の
必
要

性
を
地
元
住
民
や
地
権

者
に
認
識
し
て
い
た
だ

い
て
、
そ
の
方
々
の
意

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

計
画
的
な
推
進
を
図
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

問
　
開
発
が
進
む
南
陽

地
区
に
隣
接
す
る
近
鉄

蟹
江
駅
の
南
口
と
宝
地

区
の
整
備
は
不
可
欠
で

あ
る
。
名
古
屋
市
と
の

広
域
連
携
は
図
っ
て
い

る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

南
陽
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
名
古
屋
市
か
ら
情

報
は
得
て
い
る
。
今
後

も
情
報
収
集
や
広
域
調

整
に
努
め
て
い
く
。

町
長

　

近
鉄
蟹
江
駅
南
、
宝
、

舟
入
地
区
を
含
め
た
開

発
は
必
要
で
あ
る
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
理

解
を
得
な
が
ら
手
立
て

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

問
　
近
鉄
蟹
江
駅
周
辺

整
備
構
想
は
あ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
検
討
地
区

と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。
土
地
区
画
整
理
事

業
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
計
画
的
な
都
市

基
盤
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
検
討
す
る

地
域
と
し
て
い
る
。

問
　
昨
年
９
月
「
か
に

え
子
ど
も
条
例
」
に
つ

い
て
質
問
し
、
町
長
か

ら
前
向
き
な
答
弁
が

あ
っ
た
。

①
こ
の
１
年
間
の
取
組

み
状
況
は
。

②
教
育
委
員
会
も
取
組

み
を
し
た
の
か
。

③
当
然
、
子
ど
も
の
参

画
が
必
要
で
あ
り
、
ど

れ
だ
け
子
ど
も
た
ち
の

思
い
を
込
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。
子
育
て
推

進
課
と
教
育
委
員
会
と

学
校
は
協
力
し
て
進
め

よ
。

子
育
て
推
進
課
長

①
町
長
か
ら
指
示
を
受

け
て
、
他
市
町
村
の
状

況
を
調
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
健
全
育
成
型
、

子
育
て
支
援
型
、
子
ど

も
の
権
利
型
に
分
類
さ

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

教
育
長

②
町
と
し
て
の
方
向
性

が
示
さ
れ
な
い
と
、
学

校
に
は
言
え
な
い
状
況

だ
っ
た
。

③
町
と
し
て
の
方
向
性

が
決
ま
っ
た
の
で
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、

そ
の
動
き
に
沿
っ
て
一

緒
に
作
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

子
育
て
推
進
課
長

③
29
年
度
に
は
、
条
例

の
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
30
年
度
に
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
。
31
年
度
中
に
制
定

し
、
32
年
度
施
行
を
想

定
し
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に

重
点
を
置
き
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
子
ど
も
会

議
な
ど
を
開
催
し
、
子

ど
も
た
ち
の
意
見
や
思

い
を
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
。

問
　
当
町
の
財
政
計
画

に
は
、
「
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
な
投
資
的
経
費

は
年
々
縮
小
で
あ
り
、

将
来
は
さ
ら
に
縮
小
さ

れ
る
。
財
源
不
足
も
生

じ
基
金
を
活
用
し
て
運

営
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

①
町
長
は
こ
の
将
来
予

測
を
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

②
こ
の
ま
ま
で
は
ま
す

ま
す
都
市
整
備
が
遅
れ

る
。
歳
出
削
減
や
税
収

が
増
え
る
方
法
を
考
え

よ
。

総
務
課
長

①
現
在
、
町
の
財
政
運

営
は
健
全
に
運
営
さ
れ

て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り

に
か
か
る
事
業
な
ど
は
、

他
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
、

実
効
性
を
考
慮
し
、
慎

重
に
精
査
、
検
討
し
判

断
し
て
い
く
。

町
長

①
Ｊ
Ｒ
蟹
江
駅
橋
上
駅

舎
化
事
業
、
多
世
代
交

流
施
設
、
下
水
道
事
業

な
ど
に
よ
っ
て
、
実
質

公
債
比
率
が
上
が
る
こ

と
は
覚
悟
し
て
い
る
。

富吉駅南のまちづくりについて

重要な施策と位置づけている

問

答

問
　
現
在
、
富
吉
駅
南

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
が
、
反
対
の
方

も
み
え
る
。
そ
こ
で
、

な
ぜ
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
伺
う
。

副
町
長

　

当
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
２
０
４
０
年

に
は
、
人
口
３
万
４
９

１
人
と
推
計
し
て
い
る
。

人
口
を
増
や
す
こ
と
は

大
変
難
し
く
、
町
と
し

て
は
、
人
口
減
の
カ
ー

ブ
を
緩
や
か
に
す
る
こ

と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
ソ
フ
ト

面
で
は
、
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て

の
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
そ
の
受
け

皿
と
し
て
、
富
吉
駅
南

の
整
備
事
業
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

行
財
政
改
革
は
継
続
し

て
努
め
て
い
き
た
い
。

②
現
在
は
廃
止
し
て
い

る
都
市
計
画
税
は
、
有

効
な
手
段
で
は
あ
る
が
、

難
し
い
状
況
に
あ
る
。  

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
今
は
小
さ
な
額

か
も
し
れ
な
い
が
、
何

か
の
き
っ
か
け
で
大
き

く
膨
ら
む
こ
と
も
あ
る
。

今
後
も
推
進
し
て
い
き

た
い
。

問
　
町
と
し
て
は
、
ど

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

当
地
区
は
、
鉄
道
駅

に
近
接
し
た
利
便
性
の

高
い
地
区
で
あ
る
。
町

の
西
の
玄
関
口
と
し
て
、

善
太
川
な
ど
の
地
域
資

源
を
生
か
し
た
、
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
地
区

の
環
境
や
安
全
性
の
向

上
、
雇
用
促
進
、
賑
わ

い
の
創
出
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
、
固
定
資
産
税
が
上

が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、

計
画
的
に
市
街
地
と
し

て
整
備
さ
れ
れ
ば
、
土

地
の
評
価
も
上
が
る
た

め
、
や
む
を
え
な
い
こ

と
と
考
え
る
。

　都市計画税とは、都市計画事業または土地区画
整理事業に充当するための目的税で、市街化区域
内の土地と家屋に課税されるものです。
　制限税率は0.3％ですが、平成５年当時の蟹江町
は、0.2％でした。
　今は廃止されている都市計画税ですが、現在を
基準に考えると、約２億5,000万円（税率0.2％の
場合）の税収入があることになります。

都市計画税とは

無会派　戸谷裕治無会派　中村英子

近鉄蟹江駅周辺開発を進めよ

地元と一緒に検討していきたい

問

答

「かにえ子ども条例」はできるのか

32年度施行を想定している

問

答

将来の財源不足を補う施策を考えよ

行財政改革を推進しつつ、新たな施策を考えていく

問

答

新政会　佐藤　茂

▲まちづくりの指針となる
　都市計画マスタープラン
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問
　
地
域
開
発
を
す
る

場
合
、
行
政
が
構
想
を

示
し
、
地
権
者
に
深
い

理
解
と
同
意
を
求
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
に
は
、
そ
の
必
要

性
を
地
元
住
民
や
地
権

者
に
認
識
し
て
い
た
だ

い
て
、
そ
の
方
々
の
意

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

計
画
的
な
推
進
を
図
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

問
　
開
発
が
進
む
南
陽

地
区
に
隣
接
す
る
近
鉄

蟹
江
駅
の
南
口
と
宝
地

区
の
整
備
は
不
可
欠
で

あ
る
。
名
古
屋
市
と
の

広
域
連
携
は
図
っ
て
い

る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

南
陽
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
名
古
屋
市
か
ら
情

報
は
得
て
い
る
。
今
後

も
情
報
収
集
や
広
域
調

整
に
努
め
て
い
く
。

町
長

　

近
鉄
蟹
江
駅
南
、
宝
、

舟
入
地
区
を
含
め
た
開

発
は
必
要
で
あ
る
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
理

解
を
得
な
が
ら
手
立
て

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

問
　
近
鉄
蟹
江
駅
周
辺

整
備
構
想
は
あ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
検
討
地
区

と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。
土
地
区
画
整
理
事

業
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
計
画
的
な
都
市

基
盤
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
検
討
す
る

地
域
と
し
て
い
る
。

問
　
昨
年
９
月
「
か
に

え
子
ど
も
条
例
」
に
つ

い
て
質
問
し
、
町
長
か

ら
前
向
き
な
答
弁
が

あ
っ
た
。

①
こ
の
１
年
間
の
取
組

み
状
況
は
。

②
教
育
委
員
会
も
取
組

み
を
し
た
の
か
。

③
当
然
、
子
ど
も
の
参

画
が
必
要
で
あ
り
、
ど

れ
だ
け
子
ど
も
た
ち
の

思
い
を
込
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。
子
育
て
推

進
課
と
教
育
委
員
会
と

学
校
は
協
力
し
て
進
め

よ
。

子
育
て
推
進
課
長

①
町
長
か
ら
指
示
を
受

け
て
、
他
市
町
村
の
状

況
を
調
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
健
全
育
成
型
、

子
育
て
支
援
型
、
子
ど

も
の
権
利
型
に
分
類
さ

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

教
育
長

②
町
と
し
て
の
方
向
性

が
示
さ
れ
な
い
と
、
学

校
に
は
言
え
な
い
状
況

だ
っ
た
。

③
町
と
し
て
の
方
向
性

が
決
ま
っ
た
の
で
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、

そ
の
動
き
に
沿
っ
て
一

緒
に
作
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

子
育
て
推
進
課
長

③
29
年
度
に
は
、
条
例

の
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
30
年
度
に
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
。
31
年
度
中
に
制
定

し
、
32
年
度
施
行
を
想

定
し
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に

重
点
を
置
き
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
子
ど
も
会

議
な
ど
を
開
催
し
、
子

ど
も
た
ち
の
意
見
や
思

い
を
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
。

問
　
当
町
の
財
政
計
画

に
は
、
「
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
な
投
資
的
経
費

は
年
々
縮
小
で
あ
り
、

将
来
は
さ
ら
に
縮
小
さ

れ
る
。
財
源
不
足
も
生

じ
基
金
を
活
用
し
て
運

営
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

①
町
長
は
こ
の
将
来
予

測
を
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

②
こ
の
ま
ま
で
は
ま
す

ま
す
都
市
整
備
が
遅
れ

る
。
歳
出
削
減
や
税
収

が
増
え
る
方
法
を
考
え

よ
。

総
務
課
長

①
現
在
、
町
の
財
政
運

営
は
健
全
に
運
営
さ
れ

て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り

に
か
か
る
事
業
な
ど
は
、

他
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
、

実
効
性
を
考
慮
し
、
慎

重
に
精
査
、
検
討
し
判

断
し
て
い
く
。

町
長

①
Ｊ
Ｒ
蟹
江
駅
橋
上
駅

舎
化
事
業
、
多
世
代
交

流
施
設
、
下
水
道
事
業

な
ど
に
よ
っ
て
、
実
質

公
債
比
率
が
上
が
る
こ

と
は
覚
悟
し
て
い
る
。

富吉駅南のまちづくりについて

重要な施策と位置づけている

問

答

問
　
現
在
、
富
吉
駅
南

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
が
、
反
対
の
方

も
み
え
る
。
そ
こ
で
、

な
ぜ
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
伺
う
。

副
町
長

　

当
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
２
０
４
０
年

に
は
、
人
口
３
万
４
９

１
人
と
推
計
し
て
い
る
。

人
口
を
増
や
す
こ
と
は

大
変
難
し
く
、
町
と
し

て
は
、
人
口
減
の
カ
ー

ブ
を
緩
や
か
に
す
る
こ

と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
ソ
フ
ト

面
で
は
、
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て

の
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
そ
の
受
け

皿
と
し
て
、
富
吉
駅
南

の
整
備
事
業
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

行
財
政
改
革
は
継
続
し

て
努
め
て
い
き
た
い
。

②
現
在
は
廃
止
し
て
い

る
都
市
計
画
税
は
、
有

効
な
手
段
で
は
あ
る
が
、

難
し
い
状
況
に
あ
る
。  

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
今
は
小
さ
な
額

か
も
し
れ
な
い
が
、
何

か
の
き
っ
か
け
で
大
き

く
膨
ら
む
こ
と
も
あ
る
。

今
後
も
推
進
し
て
い
き

た
い
。

問
　
町
と
し
て
は
、
ど

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

当
地
区
は
、
鉄
道
駅

に
近
接
し
た
利
便
性
の

高
い
地
区
で
あ
る
。
町

の
西
の
玄
関
口
と
し
て
、

善
太
川
な
ど
の
地
域
資

源
を
生
か
し
た
、
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
地
区

の
環
境
や
安
全
性
の
向

上
、
雇
用
促
進
、
賑
わ

い
の
創
出
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
、
固
定
資
産
税
が
上

が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、

計
画
的
に
市
街
地
と
し

て
整
備
さ
れ
れ
ば
、
土

地
の
評
価
も
上
が
る
た

め
、
や
む
を
え
な
い
こ

と
と
考
え
る
。

　都市計画税とは、都市計画事業または土地区画
整理事業に充当するための目的税で、市街化区域
内の土地と家屋に課税されるものです。
　制限税率は0.3％ですが、平成５年当時の蟹江町
は、0.2％でした。
　今は廃止されている都市計画税ですが、現在を
基準に考えると、約２億5,000万円（税率0.2％の
場合）の税収入があることになります。

都市計画税とは

無会派　戸谷裕治無会派　中村英子

近鉄蟹江駅周辺開発を進めよ

地元と一緒に検討していきたい

問

答

「かにえ子ども条例」はできるのか

32年度施行を想定している

問

答

将来の財源不足を補う施策を考えよ

行財政改革を推進しつつ、新たな施策を考えていく

問

答

新政会　佐藤　茂

▲まちづくりの指針となる
　都市計画マスタープラン
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問
　
昨
年
の
議
会
報
告

会
の
中
で
要
望
が
出
さ

れ
た
が
、
冠
水
時
に
車

を
錦
公
園
に
避
難
さ
せ

て
も
よ
い
か
。

次
長
兼
安
心
安
全
課
長

　

錦
公
園
は
、
災
害
復

旧
用
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
候
補
地
と
な
っ
て
お

り
、
一
般
車
両
の
乗
り

入
れ
は
不
適
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
新
た

な
進
入
禁
止
措
置
は
早

急
に
検
討
す
る
。

問
　
防
災
訓
練
の
中
止

に
つ
い
て
、

①
役
場
の
基
準
を
明
ら

か
に
せ
よ
。

②
4
年
に
一
度
、
総
合

防
災
訓
練
の
た
め
に
地

域
防
災
訓
練
を
中
止
に

す
る
の
は
な
ぜ
か
。

次
長
兼
安
心
安
全
課
長

①
訓
練
当
日
の
午
前
６

時
の
時
点
で
、
気
象
警

報
等
の
発
令
や
地
震
災

害
警
戒
本
部
の
設
置
が

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

中
止
と
な
る
。
ま
た
、

訓
練
参
加
者
の
安
全
確

保
等
の
状
況
に
よ
り
中

止
す
る
こ
と
も
あ
る
。

②
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
訓
練
を
計
画
し
て
い

た
だ
き
、
町
は
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
。
町
主
催

の
総
合
防
災
訓
練
は
、

現
状
ど
お
り
４
年
に
1

度
実
施
し
て
、
地
域
防

災
訓
練
の
継
続
的
な
実

施
に
つ
い
て
は
検
討
し

た
い
。

問
　
災
害
時
避
難
行
動

要
支
援
者
登
録
制
度
が

２
年
前
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
そ
の
後
の
登
録
の

更
新
状
況
は
。

住
民
課
長

　

29
年
８
月
31
日
現
在
、

２
１
３
名
が
登
録
し
て

い
る
。
今
後
も
、
町
内

会
等
の
協
力
を
得
て
、

支
援
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
い
く
。

問
　
須
成
公
民
館
の
北

側
に
新
設
し
た
桟
敷
の

費
用
（
委
託
料
）
の
明

細
は
。

次
長
兼
ふ
る
さ
と
振
興

課
長

　

関
係
費
総
額
で
、
84

万
２
５
７
３
円
で
あ
り
、

桟
敷
の
設
置
費
が
、
77

万
７
６
０
０
円
、
カ
ー

ペ
ッ
ト
設
置
や
紅
白
幕

な
ど
の
リ
ー
ス
代
が
６

万
４
９
７
３
円
で
あ
る
。

問
　
か
に
え
須
成
祭
応

援
す
る
会
が
立
ち
上

が
っ
た
。
須
成
文
化
財

保
護
委
員
会
の
要
望
に

よ
り
、
須
成
祭
応
援
す

る
会
で
決
定
す
る
が
、

町
当
局
の
ご
示
唆
は
。

政
策
推
進
室
長

　

文
化
継
承
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
町
の
誇
り

と
な
る
。
で
き
る
こ
と

を
引
き
続
き
支
援
し
て

い
き
た
い
。

問
　
須
成
祭
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
関
係
者
の
ス

ペ
ー
ス
は
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
応
援
す
る

会
の
ス
ペ
ー
ス
は
。

次
長
兼
ふ
る
さ
と
振
興

課
長

　

専
用
の
ス
ペ
ー
ス
は

考
え
て
い
な
い
。
共
有

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
蟹
江
町
に
お
い
て
、

各
種
政
策
立
案
等
必
要

に
応
じ
て
協
議
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、

①
部
課
長
会
議
、
部
長

会
議
、
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
創
り

会
議
の
開
催
頻
度
、
内

容
は
。

②
一
般
質
問
の
答
弁
に

お
い
て
、
「
今
後
検
討

し
て
い
く
」
と
回
答
し

た
場
合
は
、
ど
の
よ
う

に
協
議
し
、
結
論
を
出

し
て
い
る
の
か
。

政
策
推
進
室
長

①
部
課
長
会
は
、
月
２

回
１
時
間
程
度
、
部
長

会
は
、
議
会
定
例
会
の

前
月
に
開
催
し
、
１
時

間
程
度
、
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
創

り
会
議
は
、
月
１
回
２

時
間
程
度
で
あ
る
。
内

容
は
、
情
報
共
有
や
課

題
等
の
検
討
な
ど
を
行

う
。

総
務
部
長

②
疑
義
を
含
め
検
討
す

べ
き
内
容
が
生
じ
た
場

合
、
管
理
職
で
協
議
し
、

最
終
的
に
副
町
長
、
町

長
と
協
議
し
決
定
し
て

い
る
。

問
　
空
き
家
等
に
関
す

る
対
策
に
関
し
て
、

①
現
在
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
で
対
処
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
経
緯
は
。

②
今
後
は
、
安
心
安
全

課
、
消
防
署
と
も
連
携

す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

総
務
部
長

①
当
初
は
、
内
容
に

よ
っ
て
各
担
当
部
署
が

連
携
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
た
。
空
き
家
問
題

が
深
刻
化
し
て
き
た
状

況
を
受
け
、
27
年
度
か

ら
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

を
総
合
的
な
窓
口
と
し

た
。

②
関
係
各
課
が
協
力
し

対
応
し
て
い
く
。

問
　
当
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
関
し
、

①
ア
ク
セ
ス
解
析
を
し

て
い
る
が
、
ど
う
活
用

し
て
い
る
の
か
。

②
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
・
ウ

ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
は
導
入

し
な
い
の
か
。

③
障
害
者
差
別
解
消
法

の
施
行
に
伴
う
対
応
は
。

④
Ｗ
ｅ
ｂ
専
門
の
職
員

を
雇
用
し
て
は
ど
う
か
。

政
策
推
進
課
長

①
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ
と

し
て
紹
介
し
、
閲
覧
者

へ
人
気
の
あ
る
サ
イ
ト

と
し
て
案
内
し
て
い
る
。

②
検
索
ツ
ー
ル
が
多
様

化
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

早
期
導
入
を
検
討
し
た

い
。

③
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
仕
組
み
の

中
に
組
み
込
ん
で
運
用

し
て
い
る
。

町
長

④
町
が
求
め
ら
れ
る
専

門
ス
キ
ル
と
必
要
性
を

併
せ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
　
須
成
祭
Ｐ
Ｒ
映
像

の
再
生
回
数
・
検
索
回

数
の
増
加
及
び
検
索
順

位
の
ア
ッ
プ
へ
の
対
応

策
は
。

次
長
兼
ふ
る
さ
と
振
興

課
長

　

現
在
の
サ
イ
ト
は
、

メ
タ
デ
ィ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
を
設
定
し
て
い

な
い
た
め
、
今
後
精
査

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

タ
イ
ト
ル
も
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
も
の
に
し
た

い
。

　閲覧者の画面サイズまたはウ
ェブブラウザに応じてデスクト
ップウェブページが閲覧できる
ことを目指したウェブデザイン
の手法のことです。

レスポンシブ･
ウェブデザインとは

　コンテンツ・マネジメント・
システムの略で、ウェブコンテ
ンツを構成するテキストや画像
などのデジタルコンテンツを管
理、配信など必要な処理を行う
システムの総称です。

ＣＭＳとは

メタディスクリプションとは

　ページの概要を表すテキスト
情報で、メタディスクリプショ
ンがあることで、閲覧者に検索
されやすくなります。

▲公園への一般車両の乗り入れは
　ご遠慮ください

新風　安藤洋一無会派　伊藤俊一

蟹江町の災害危機管理体制を問う

町民の安心・安全のため努めていく

問

答

須成祭ユネスコ登録第１回目祭を振り返って

関係各位の尽力もあり、大変感謝している

問

答

新風　水野智見

庁内会議のあり方について問う

情報を共有し意思決定を早くしている

問

答

民進党　飯田雅広

公式ＨＰと須成祭ＰＲ映像の活かし方

より多くの人に見てもらえるよう努める

問

答

▲須成公民館の横に建設された桟敷

▲（仮称）須成祭ミュージアム完成予想図
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問
　
昨
年
の
議
会
報
告

会
の
中
で
要
望
が
出
さ

れ
た
が
、
冠
水
時
に
車

を
錦
公
園
に
避
難
さ
せ

て
も
よ
い
か
。

次
長
兼
安
心
安
全
課
長

　

錦
公
園
は
、
災
害
復

旧
用
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
候
補
地
と
な
っ
て
お

り
、
一
般
車
両
の
乗
り

入
れ
は
不
適
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
新
た

な
進
入
禁
止
措
置
は
早

急
に
検
討
す
る
。

問
　
防
災
訓
練
の
中
止

に
つ
い
て
、

①
役
場
の
基
準
を
明
ら

か
に
せ
よ
。

②
4
年
に
一
度
、
総
合

防
災
訓
練
の
た
め
に
地

域
防
災
訓
練
を
中
止
に

す
る
の
は
な
ぜ
か
。

次
長
兼
安
心
安
全
課
長

①
訓
練
当
日
の
午
前
６

時
の
時
点
で
、
気
象
警

報
等
の
発
令
や
地
震
災

害
警
戒
本
部
の
設
置
が

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

中
止
と
な
る
。
ま
た
、

訓
練
参
加
者
の
安
全
確

保
等
の
状
況
に
よ
り
中

止
す
る
こ
と
も
あ
る
。

②
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
訓
練
を
計
画
し
て
い

た
だ
き
、
町
は
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
。
町
主
催

の
総
合
防
災
訓
練
は
、

現
状
ど
お
り
４
年
に
1

度
実
施
し
て
、
地
域
防

災
訓
練
の
継
続
的
な
実

施
に
つ
い
て
は
検
討
し

た
い
。

問
　
災
害
時
避
難
行
動

要
支
援
者
登
録
制
度
が

２
年
前
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
そ
の
後
の
登
録
の

更
新
状
況
は
。

住
民
課
長

　

29
年
８
月
31
日
現
在
、

２
１
３
名
が
登
録
し
て

い
る
。
今
後
も
、
町
内

会
等
の
協
力
を
得
て
、

支
援
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
い
く
。

問
　
須
成
公
民
館
の
北

側
に
新
設
し
た
桟
敷
の

費
用
（
委
託
料
）
の
明

細
は
。

次
長
兼
ふ
る
さ
と
振
興

課
長

　

関
係
費
総
額
で
、
84

万
２
５
７
３
円
で
あ
り
、

桟
敷
の
設
置
費
が
、
77

万
７
６
０
０
円
、
カ
ー

ペ
ッ
ト
設
置
や
紅
白
幕

な
ど
の
リ
ー
ス
代
が
６

万
４
９
７
３
円
で
あ
る
。

問
　
か
に
え
須
成
祭
応

援
す
る
会
が
立
ち
上

が
っ
た
。
須
成
文
化
財

保
護
委
員
会
の
要
望
に

よ
り
、
須
成
祭
応
援
す

る
会
で
決
定
す
る
が
、

町
当
局
の
ご
示
唆
は
。

政
策
推
進
室
長

　

文
化
継
承
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
町
の
誇
り

と
な
る
。
で
き
る
こ
と

を
引
き
続
き
支
援
し
て

い
き
た
い
。

問
　
須
成
祭
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
関
係
者
の
ス

ペ
ー
ス
は
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
応
援
す
る

会
の
ス
ペ
ー
ス
は
。

次
長
兼
ふ
る
さ
と
振
興

課
長

　

専
用
の
ス
ペ
ー
ス
は

考
え
て
い
な
い
。
共
有

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
蟹
江
町
に
お
い
て
、

各
種
政
策
立
案
等
必
要

に
応
じ
て
協
議
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、

①
部
課
長
会
議
、
部
長

会
議
、
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
創
り

会
議
の
開
催
頻
度
、
内

容
は
。

②
一
般
質
問
の
答
弁
に

お
い
て
、
「
今
後
検
討

し
て
い
く
」
と
回
答
し

た
場
合
は
、
ど
の
よ
う

に
協
議
し
、
結
論
を
出

し
て
い
る
の
か
。

政
策
推
進
室
長

①
部
課
長
会
は
、
月
２

回
１
時
間
程
度
、
部
長

会
は
、
議
会
定
例
会
の

前
月
に
開
催
し
、
１
時

間
程
度
、
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
創

り
会
議
は
、
月
１
回
２

時
間
程
度
で
あ
る
。
内

容
は
、
情
報
共
有
や
課

題
等
の
検
討
な
ど
を
行

う
。

総
務
部
長

②
疑
義
を
含
め
検
討
す

べ
き
内
容
が
生
じ
た
場

合
、
管
理
職
で
協
議
し
、

最
終
的
に
副
町
長
、
町

長
と
協
議
し
決
定
し
て

い
る
。

問
　
空
き
家
等
に
関
す

る
対
策
に
関
し
て
、

①
現
在
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
で
対
処
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
経
緯
は
。

②
今
後
は
、
安
心
安
全

課
、
消
防
署
と
も
連
携

す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

総
務
部
長

①
当
初
は
、
内
容
に

よ
っ
て
各
担
当
部
署
が

連
携
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
た
。
空
き
家
問
題

が
深
刻
化
し
て
き
た
状

況
を
受
け
、
27
年
度
か

ら
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

を
総
合
的
な
窓
口
と
し

た
。

②
関
係
各
課
が
協
力
し

対
応
し
て
い
く
。

問
　
当
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
関
し
、

①
ア
ク
セ
ス
解
析
を
し

て
い
る
が
、
ど
う
活
用

し
て
い
る
の
か
。

②
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
・
ウ

ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
は
導
入

し
な
い
の
か
。

③
障
害
者
差
別
解
消
法

の
施
行
に
伴
う
対
応
は
。

④
Ｗ
ｅ
ｂ
専
門
の
職
員

を
雇
用
し
て
は
ど
う
か
。

政
策
推
進
課
長

①
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ
と

し
て
紹
介
し
、
閲
覧
者

へ
人
気
の
あ
る
サ
イ
ト

と
し
て
案
内
し
て
い
る
。

②
検
索
ツ
ー
ル
が
多
様

化
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

早
期
導
入
を
検
討
し
た

い
。

③
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
仕
組
み
の

中
に
組
み
込
ん
で
運
用

し
て
い
る
。

町
長

④
町
が
求
め
ら
れ
る
専

門
ス
キ
ル
と
必
要
性
を

併
せ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
　
須
成
祭
Ｐ
Ｒ
映
像

の
再
生
回
数
・
検
索
回

数
の
増
加
及
び
検
索
順

位
の
ア
ッ
プ
へ
の
対
応

策
は
。

次
長
兼
ふ
る
さ
と
振
興

課
長

　

現
在
の
サ
イ
ト
は
、

メ
タ
デ
ィ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
を
設
定
し
て
い

な
い
た
め
、
今
後
精
査

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

タ
イ
ト
ル
も
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
も
の
に
し
た

い
。

　閲覧者の画面サイズまたはウ
ェブブラウザに応じてデスクト
ップウェブページが閲覧できる
ことを目指したウェブデザイン
の手法のことです。

レスポンシブ･
ウェブデザインとは

　コンテンツ・マネジメント・
システムの略で、ウェブコンテ
ンツを構成するテキストや画像
などのデジタルコンテンツを管
理、配信など必要な処理を行う
システムの総称です。

ＣＭＳとは

メタディスクリプションとは

　ページの概要を表すテキスト
情報で、メタディスクリプショ
ンがあることで、閲覧者に検索
されやすくなります。

▲公園への一般車両の乗り入れは
　ご遠慮ください

新風　安藤洋一無会派　伊藤俊一

蟹江町の災害危機管理体制を問う

町民の安心・安全のため努めていく

問

答

須成祭ユネスコ登録第１回目祭を振り返って

関係各位の尽力もあり、大変感謝している

問

答

新風　水野智見

庁内会議のあり方について問う

情報を共有し意思決定を早くしている

問

答

民進党　飯田雅広

公式ＨＰと須成祭ＰＲ映像の活かし方

より多くの人に見てもらえるよう努める

問

答

▲須成公民館の横に建設された桟敷

▲（仮称）須成祭ミュージアム完成予想図
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12月議会の傍聴にお出かけください

※議会ホームページにも掲載されています。

※議事の都合により日程は変更になる場合があります。

※赤字の会議は傍聴することができます。

　　傍聴席は役場3階にあります。

【問合せ】議会事務局　電話(95）1111（代表）

11日（金）開会 12日（火）一般質問

14日（月）1日の予備 13日（水）12日の予備

16日（水）常任委員会 15日（金）閉会 

一般質問の様子
をクローバーTV
で生放送。
当日午後7時から
再放送も実施!

編集後記

　全国各地で異常気象による風

水害が多発しました。被災され

ました皆様に心よりお見舞い申

し上げます。町民の皆様には、

これからも防災にご協力をお願

いいたします。

▲蟹江小学校で学童保育が実施される教室

総
務
民
生

表
彰
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

問
　
地
域
振
興
の
事
績

に
お
い
て
、
表
彰
対
象

者
が
基
準
年
数
を
満
た

し
て
い
る
と
ど
う
判
断

し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　

地
域
振
興
に
関
す
る

表
彰
対
象
基
準
年
数
は
、

表
彰
選
考
内
規
で
定
め

て
お
り
、
町
内
会
な
ど

か
ら
推
薦
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

問
　
寄
附
の
関
係
で
、

蟹
江
町
消
防
用
設
備
等

保
全
協
会
と
は
ど
の
よ

う
な
団
体
で
、
寄
附
さ

れ
た
軽
貨
物
自
動
車
は

ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

消
防
長

　

町
内
の
防
火
対
象
物

に
お
け
る
消
防
用
設
備

等
の
保
全
を
目
的
に
、

昭
和
52
年
に
設
立
さ
れ

た
任
意
団
体
で
あ
る
。

今
回
の
寄
附
は
、
設
立

常
任
委
員
会
の
審
査40

周
年
の
記
念
事
業
と

し
て
、
ダ
イ
ハ
ツ
の
ア

ト
レ
ー
を
町
に
寄
附
し

て
い
た
だ
き
、
消
防
署

が
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

問
　
表
彰
対
象
者
の
税

の
滞
納
等
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　

議
会
に
上
程
す
る
前

に
、
表
彰
審
査
委
員
会

を
開
催
し
、
税
の
関
係

を
含
め
全
て
確
認
し
て

い
る
。

問
　
地
域
振
興
の
関
係

で
、
自
治
会
役
員
を
務

め
る
基
準
年
数
は
積
算

か
。
ま
た
、
こ
の
制
度

は
ど
の
よ
う
に
周
知
し

て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　

基
準
年
数
は
、
積
み

上
げ
式
で
あ
る
。
表
彰

の
制
度
は
、
嘱
託
員
会

議
等
を
通
じ
て
、
随
時

説
明
し
て
い
る
。

全
協
レ
ポ
ー
ト

学
童
保
育
に
つ
い
て

 

30
年
４
月
か
ら
全
学

年
、
年
間
を
通
じ
て
の

学
童
保
育
を
実
施
し
ま

す
。

○
背
景
　

　
27
年
４
月
、
子
ど

も
・
子
育
て
関
連
３
法

が
施
行
さ
れ
、
児
童
福

祉
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
学
童
保
育
の
対
象

が
、
小
学
生
へ
と
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

 

町
で
は
、
小
学
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の

低
学
年
学
童
保
育
は
、

年
間
を
通
じ
て
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
小
学
４

年
生
以
上
の
高
学
年
学

童
保
育
に
つ
い
て
は
、

夏
休
み
の
み
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

 

こ
の
た
び
、
学
校
の

空
き
教
室
等
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
全
学

年
に
お
い
て
、
年
間
を

通
じ
て
学
童
保
育
を
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
　

○
使
用
す
る
施
設

　○
運
営
費
用
　

 

国
・
県
・
町
が
そ
れ

ぞ
れ
３
分
の
１
ず
つ
負

担
し
、
運
営
し
て
い
き

ま
す
。

使用している施設 新たに使用する施設

○蟹江学童保育所
○蟹江小学校北校舎
　１階にほんご教室

○蟹江小学校北校舎
　１階集会室

○舟入学童保育所
（１か所で高学年まで受け入れ可能）

○須西学童保育所 ○須西小学校北館１階
　少人数指導室

○新蟹江学童保育所 ○新蟹江小学校１階
　高学年学童保育室

○学戸学童保育所
○学戸児童館（休期のみ）

○学戸児童館１階
　児童クラブ室

須西小学校区

新蟹江小学校区

学戸小学校区

舟入小学校区

蟹江小学校区

（戸谷）
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